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モバイルプロジェクター
取扱説明書

お買い上げいただきありがとうございます。
電気製品は安全のための注意事項を守らないと、火災や人身事
故になることがあります。

この取扱説明書をよくお読みのうえ、製品を安全にお使いください。お読みに
なったあとは、いつでもご覧になれる場所に必ず保管してください。

電池のリサイクルについて
本体に内蔵されている充電式電池はリサイクルできます。この
充電式電池の取り外しはお客様自身では行わず、ソニーの「修理
相談窓口」にご相談ください。ソニーの「修理相談窓口」の連絡
先は本紙「保証書とサービス」の項目に記載されています。
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製品全般についてのご注意
使いかたを誤ると、発熱・発火・破裂によりやけどや大けが・
失明の原因になります。	
また、誤飲などをさけるため、下記のことを必ずお守りください。

ショート（短絡）させない
本体および、USBポート(給電用・充電用)にピンなど
の金属を差し込まない。

分解や改造をしない

火の中に入れたり、電子レンジやオーブンなどで加熱
しない

水・海水・牛乳・清涼飲料水・石鹸水などの液体で濡
らしたり、濡れたまま充電したり、使用しない
濡れたときは使用しないでください。

火のそばや炎天下、ストーブの近く、高温になった車の
中など、高温の場所で使用、保管しない

また、布団、毛布、バック内など風通しの悪い環境では
使用しない

本製品をハンマーなどでたたいたり、重いものを載せ
たり、踏みつけたり、落下させるなどの衝撃や力をあた
えない

子供だけで使わせたり、幼児の手の届くところで使用
しない

ケーブルは根元まで確実に差し込む

濡れた手で本製品にさわらない

ガソリンスタンドなど引火性ガスが発生する可能性の
ある場所に立ち入る場合は、使用しない

使用中、保管中に、異臭、異音、発煙、発熱、変色、変形、破
損などの異常がみられた場合は次の作業を行う
•	 ケーブルを接続機器から抜く。
•	 接続機器および本体の電源を切る。
•	 使用を中止する。

投影口をのぞかない
本機の投影光が目に入ると悪影響を与えることがあり
ます。
光源がどのような明るさのときも、投影口をのぞかな
いでください。RG2 IEC 62471-5:2015
本機の投影光は、IEC62471に基づくリスクグループ2
（RG2）に分類されます。
EHV（曝露ハザード値）: 3.17   
HD（ハザード距離）: 0.76 m

画面を見るときは十分な距離をとる
画面の対角線の長さの1.5倍以上の距離を保って画面を
ご覧になることをお勧めします。

周囲の温度が0℃〜 35℃の範囲内で使用する

使用中の本体に長時間ふれない
長時間皮膚がふれたままになっていると、低温やけど
の原因となります。
また、衣類の上からでも長時間ふれたままになってい
ると、低温やけどになる可能性があります。

使用後や使用しないときはケーブルを抜く

不安定な場所に置かない

本体のポート、コネクター、通気口にほこりがたまって
いないか、定期的に点検する

接続端子の接続方向を確認して接続する

接続部に直接触れたり、指を差し込んだりしない

USB型端子の定格を超えて充電しない

湿度の高い場所やたばこの煙がある場所で使用、保管
しない

ほこりや砂の多い場所で使用、保管しない
本体底面の通気口からほこりや砂が侵入して故障の原
因になります。

通気口を手などでふさがない
本体の温度が高くなり、故障ややけどの原因となりま
す。

通気口から異物を入れない

通気口や端子、本体の溝にツメを入れない

安全のために
ソニー製品は安全に充分配慮して設計されています。しかし、電気
製品は、間違った使いかたをすると、火災や感電などにより人身事故
になる可能性があるため危険です。事故を防ぐためには次のことを
必ずお守りください。



安全のための注意事項を守る
本文の注意事項をよくお読みください。

故障したら使わない
動作の異常や破損に気付いた場合には、すぐにソニーの「修理相談窓
口」またはお買い上げ店へお問い合わせください。

万一、異常が起きたら

•	 煙が出たら
•	 変なにおいがしたら
•	 内部に水などが入ったら
•	 内部に異物が入ったら
•	 本製品を落としたり、破損し
たときは

 	お使いの機器、本体より
ケーブルを抜き、電源を切
る

	ソニーの「修理相談窓口」
またはお買い上げ店へ問
い合わせる

警告表示の意味
取扱説明書および製品では、次のような表示をしています。
表示の内容をよく理解してから本文をお読みください。

取り扱いを誤ると、死亡または重傷を負う危険性
があり、かつその切迫の度合が高い内容です。

取り扱いを誤ると、死亡または重傷を負う可能性
が想定される内容、軽傷または物的損害が発生す
る頻度が高い内容です。

取り扱いを誤ると、傷害を負う可能性、または物的
損害の発生が想定される内容です。

注意を促す記号 行為を禁止する記号

     

保証書とサービス
保証書について
•	この製品は保証書が添付されていますので、所定事項の記入およ
び記載内容をお確かめのうえ、大切に保存してください。
•	保証期間は、お買い上げ日より1年間です。

アフターサービス
調子が悪いときは
この説明書をもう一度ご覧になってお調べください。

それでも調子の悪いときは
ソニーの「修理相談窓口」、お近くのサービスステーションまたはお
買い上げ店にご相談ください。

保証期間中の修理は
保証書の記載内容に基づいて修理させていただきます。詳しくは保
証書をご覧ください。

保証期間経過後の修理は
保証期間経過後の修理についてはソニーの「修理相談窓口」へお問い
合わせください。

部品の保有期間について
当社では、本製品の補修用性能部品（製品の機能を維持するために必
要な部品）を、製造打ち切り後6年間保有しています。ただし、故障の
状況その他の事情により、修理に代えて製品交換をする場合があり
ますのでご了承ください。

よくあるお問い合わせ、窓口受付時間などはホームページをご活用ください。
http://www.sony.jp/support

使い方相談窓口
フリーダイヤル���������������������� 0120-333-020
携帯電話・PHS・一部のIP電話��������������� 050-3754-9577

修理相談窓口
フリーダイヤル���������������������� 0120-222-330
携帯電話・PHS・一部のIP電話��������������� 050-3754-9599


上記番号へ接続後、最初のガイダンスが流れている間に「999」＋「#」を	
押してください。直接、担当窓口へおつなぎします。

ソニー株式会社　〒108-0075 東京都港区港南1-7-1

本書は、本書記載内容（下記記載）で無料修理を行うことをお約束
するものです。お買上げの日から下記期間中に故障が発生した場合
は、お客様欄にご記入の上、修理をお申付けください。

持込修理保証書

お問合せ先：修理相談窓口
フリーダイヤル：0120-222-330

携帯電話・PHS・一部のIP電話からは、050-3754-9599
ホームページ：http://www.sony.jp/support/
ソニーマーケティング株式会社 東京都港区港南1-7-1 〒108-0075

ソニー特約店

品名
型名

お買上げ日 年 月 日

保証期間
お客様住所
お名前

お買上げの日から １年
電話　　　-　　　-

様

T03-4

修理メモ

無料修理規定
1. 正常な使用状態で保証期間内に製品（ハードウェア）が故障した場合
には、本書に従い無料修理をさせていただきます。本書記載の修理
対応の種別（出張修理、持込修理、引取修理）をご確認の上、以下の
要領でご依頼および本書（再発行しませんので、大切に保管してください）
の提示・提出をお願いいたします。なお、受付窓口の種類は、（1）お買上げ
のお店、（2）お近くのソニーサービスステーション、（3）本書に記載の修
理相談窓口の３種類です。

2. お客様のご要望により、出張修理の種別について引取修理を、持込
修理の種別について出張修理・引取修理を、引取修理の種別について
出張修理を行う場合は、別途所定の料金を申し受けます。

4. 故障の状況その他の事情により、修理に代えて製品交換をする場合が
ありますのでご了承ください。

5. 修理に際して再生部品・代替部品を使用する場合があります。また、
修理により交換した部品は弊社が任意に回収のうえ適切に処理・処分
させていただきます。

6. 本書に基づく無料修理（製品交換を含む）後の製品については、最初
のご購入時の保証期間が適用されます。

7. 故障によりお買上げの製品を使用できなかったことによる損害について
は補償いたしません。

8. 記録媒体を搭載または使用する製品の場合、故障の際または修理・
交換により記録内容が消失等する場合がありますが、記録内容について
の補償はいたしません。

9. 本書は日本国内でのみ有効です。（This warranty is valid only in Japan.）

＊本書はお客様の法律上の権利を制限するものではありません。
＊保証期間後の修理については、取扱説明書等をご覧ください。

※1 離島及び離島に準ずる遠隔地への出張修理となる場合、出張費用
（実費）を申し受けます。

※2 ）2（）1（ へのご依頼が難しい場合は、（3）にご相談ください。

 種別 受付窓口 保証書の提示・提出 注意事項
1理修張出 ）（2）（3）出張修理担当者が訪問した際に提示 ※１
1（

（
理修込持 ）（2） 持参した製品の修理依頼の際に提示 ※２

出提へ者業定指に時取引の品製 ）3（理修取引 

平成・西暦 
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3. 保証期間内の故障でも次の場合には有料となります。
（1）本書のご提示がない場合（2）本書にお買上げ日およびソニー特約店の記載
がない場合または本書の記載を書き換えた場合（3）保証期間中に発生した故障
について、保証期間終了後に修理依頼された場合（4）使用上の誤り（取扱
説明書、本体貼付ラベル等の注意書きに従った正常な使用をしなかった場合
を含む）による故障・損傷（5）他の機器から受けた障害または不当な修理、改造
修理、改造による故障・損傷（6）お買上げ後の移設、輸送、落下などによる故障・
損傷（7）火災、地震、風水害、落雷その他の天災地変、公害、塩害、ガス害（硫化
ガスなど）、異常電圧などによる故障・損傷（8）業務用など一般家庭用以外で
の使用による故障・損傷（9）消耗・摩耗した部品の交換、汚損した部分の交換

■ブラック　168 × 82  T03-4（C-2629-879-4）
（SANRIN PRINTING CO., LTD）【14】

モバイルプロジェクター
MP-CD1

投影距離と画面サイズ
投影画面サイズは、本体の投影口からの距離によって以下の図のよ
うに変わります。

345 cm

230 cm

115 cm

120 型
（305 cm）

40 型
（102 cm）

80 型
（203 cm）

ヒント
•	画面サイズは、画面の対角線長のインチ表示の数字で表されます。（例えば120型の
対角線長は120インチで、約305 cmです。）
•	投影画像は、投影画面サイズの1.5倍以上の距離から鑑賞することをおすすめしま
す。至近距離での鑑賞により視力が低下する場合があります。

内容品を確認する
万一、不足している内容品がある場合はソニーの「修理相談窓口」に
ご相談ください。
•	モバイルプロジェクター MP-CD1（1）
•	USB-C - USB-C ケーブル（USB 2.0準拠）1.0 m（1）
•	USB-C アダプターケーブル（USB 2.0準拠）3 cm（1）
•	イーサネット対応 HIGH SPEED HDMI™ ケーブル 1.0 m（1）
•	ケース（1）
•	取扱説明書（本紙）（1）

なお、ケーブルとアダプターケーブルとケースは保証の対象外とな
ります。

各部の名前

	 （充電・給電）ランプ
オレンジ、緑、赤に点灯／点滅して、バッテリー残量や本体の状態
を表示します。

オレンジ USB ACアダプターから本体を充電していると
きに点灯します。バッテリー残量確認時には
点滅回数で表示します。バッテリー残量が少
なくなると速く点滅します。

緑 USB OUTポートまたはMHLポートからの給電
状態を表示します。バッテリー残量が少なく
なると速く点滅します。

赤 本体の温度が高く動作しないときなどに点
灯／点滅します。

	 （電源）ランプ
本体の電源が入ると白く点灯し、温度が高くなったりエラーが起
こると白く点滅します。

主な特長・機能
	持ち運びしやすいコンパクトサイズ
	明るい105ルーメン（ANSI 基準）
	5秒高速起動
	投影しながら充電と給電ができる
	USB Type-C™を利用して充電が可能



	 スピーカー
本体に接続した機器の音声を出力します。音量の調整は、接続し
た機器で行ってください。

	 フォーカススライドキー
スライドさせて投影画像の焦点を合わせます。

	 （電源）ボタン

押し時間 動作
長押し（1秒以上） 電源を入／切

短く押す（1秒未満）
バッテリー残量の確認

音声／画質モードの変更（電源
ON時のみ変更可能）

	 USB-C INポート
本体を充電するときに使います。

	 USB OUTポート
本体を使って給電したい機器があるときに接続します。

	 HDMI/MHL INポート
画像を投影させたい機器を接続します。

	 AUDIO OUT端子
ヘッドホンやスピーカーを接続します。

	 三脚ネジ穴

	 通気口

	 投影口

本体を充電する
1.	 USB-C - USB-Cケーブル（付属）をUSB-C INポートとUSB ACア
ダプター（別売）に接続する

USB-C対応USB ACアダプター（別売）

USB-C - USB-Cケーブル（付属）

USB-C INポート

2.	 USB ACアダプターをコンセントに接続する
充電が始まり、 （充電・給電）ランプ（オレンジ）が点灯します。
充電が完了するとランプが消えます。（充電完了前にケーブルや
アダプターを外してもランプが消えます。）

ヒント
•	本体の電源の入切に関係なく充電可能です。
•	付属のUSB-C - USB-Cケーブルを充電に使う場合、USB出力がDC5 V 0.5 A以上
のUSB ACアダプターで充電可能です。ただし本製品の最大入力電流は3.0 Aです。
•	お手持ちのマイクロUSBケーブルとそれに対応するUSB ACアダプター（どちらも
本製品には付属していません）を使っても充電可能です。マイクロUSBケーブルは、
USB-Cアダプターケーブル（付属）に接続します。この場合、本体への電源供給は
1.5A以下になるため、充電しながら本体を使用していてもバッテリー残量が減り、
本体の電源が切れる場合があります。

バッテリー残量を確認する
1.	 本体の電源が切れているときに、（電源）ボタンを短く押す（1
秒未満）
（充電・給電）ランプ（オレンジ）が点滅します。点滅回数で

以下の表のように充電状態がわかります。

点滅パターン バッテリー残量
70%～ 100%

3回点滅後、再度3回点滅

30%～ 70%

2回点滅後、再度2回点滅

0%～ 30%

1回点滅後、再度1回点滅

ご注意
•	本体の電源が入っているときは、「音声／画質モードを変更する」（下記）の操作で

（充電・給電）ランプが同様にバッテリー残量を表示します。

本体の電源を入／切する
1.	 （電源）ボタンを長押しする（1秒以上）

（電源）ランプ（白）が点灯します。
（電源）ランプ

（電源）ボタン

電源を切るときは、（電源）ランプ（白）が消えるまで（電源）
ボタンを長押しします（1秒以上）。

パソコンやPlayStation、その他のビデオ
機器を本体にHDMI接続して投影する
1.	 イーサネット対応 HIGH SPEED HDMIケーブル（付属）で機器と
本体のHDMI/MHL INポートを接続する

イーサネット対応 HIGH SPEED HDMIケーブル（付属）

HDMI/MHL INポート

2.	 フォーカススライドキーをスライドさせて、投影された画像の焦
点を合わせる

フォーカススライドキー

3.	 接続した機器を操作する

ヒント
•	本体には自動台形補正機能が備わっており、縦方向の画面の歪みが自動的に補正
されます（±約40度まで補正可能）。本体を上下逆さまにしても補正されます。た
だし天井に向けて投影しているときは、この機能は働きません。

•	投影中も本体の充電が可能です。ただし、USB ACアダプターの性能や投影して
いるコンテンツによっては、充電していてもバッテリー残量が減る場合があります。

スマートフォンやタブレットを本体に
MHL接続して投影する
1.	 MHLケーブル（別売）でスマートフォンやタブレットと本体の
HDMI/MHL INポートを接続する
スマートフォンやタブレットにはMHLケーブルを通して本体か
ら電源供給され、 （充電・給電）ランプ（緑）が点灯します。

MHLケーブル（別売）

HDMI/MHL INポート

2.	 フォーカススライドキーをスライドさせて、投影された画像の焦
点を合わせる

フォーカススライドキー

3.	 接続した機器を操作する

ヒント
•	本体には自動台形補正機能が備わっており、縦方向の画面の歪みが自動的に補正
されます（±約40度まで補正可能）。本体を上下逆さまにしても補正されます。た
だし天井に向けて投影しているときは、この機能は働きません。
•	投影中も本体の充電が可能です。ただし、USB ACアダプターの性能や投影して
いるコンテンツによっては、充電していてもバッテリー残量が減る場合があります。
•	アップル製の機器を接続するときは、アップル Digital AVアダプタ（市販）を使用し
てください。
•	MHLケーブルは付属していません。

ご注意
•	本体のバッテリー残量が少ないと、 （充電・給電）ランプ（オレンジ）が点滅し
ます。そのまま使い続けると、本体の電源が自動的に切れます。
•	本体のバッテリー残量が10%以下になると、 （バッテリー残量少）が投影画面
に表示されます。
•	本体の温度が高くなると、（電源）ランプ（白）が点滅し、投影画面の明るさが半
分になります。さらに温度が高くなると本体の電源が自動的に切れます。
•	充電または給電中にバッテリー温度が高くなった場合も、（電源）ランプ（オレ
ンジまたは緑）が点滅し、充電や給電を停止します。

音声／画質モードを変更する
音声を消したり（消音）、画質をダイナミックピクチャーモードにした
りできます。ダイナミックピクチャーモードでは画像の明るさが増
します。

1.	 本体の電源が入っているときに、（電源）ボタンを短く押す（1
秒未満）
（電源）ボタンを短く押すたびに音声／画質のモードが切り換
わります。
•	接続した機器の画像を投影していないとき（またはHDMI/
MHL INポートに接続していないとき）

投影マーク 動作
標準画質、消音

 ダイナミックピクチャー、消音解除

 ダイナミックピクチャー、消音

標準画質、消音解除

•	接続した機器の画像を投影しているとき
音声モードを切り換えることはできません。画質モードのみ
以下のように切り換わります。
（ダイナミックピクチャー）（標準画質）

本体から他の機器に電源を供給する
1.	 電源を供給したい機器を、USBケーブル（別売）を使ってUSB 
OUTポートに接続する
（充電・給電）ランプ（緑）が点灯します。

USB OUTポート

（充電・給電）ランプ

ヒント
•	投影中でも、他の機器への給電は可能です。
•	他の機器への給電中も、USB-C INポートで本体を充電できます。ただし、USB 
ACアダプターの性能や投影しているコンテンツによっては、充電していてもバッ
テリー残量が減る場合があります。

ご注意
•	スマートフォンやタブレットをHDMI/MHL INポートにMHLケーブルで接続する
と、接続したスマートフォンやタブレットに電源が供給され、USB OUTポートに
接続した機器への電源供給が止まります。
•	本体のバッテリー残量が少なくなると （充電・給電）ランプ（オレンジ）が点
滅します。そのまま使い続けると、本体の電源が自動的に切れます。
•	USB OUTポートは他の機器への電源供給のみに使用でき、本体の充電には使えま
せん。本体の充電には、USB-C INポートを使用してください。
•	USB OUTポートは出力専用です。USB OUTポートをパソコンのUSBポートなど、
電源供給可能なUSBポートに接続しないでください。接続すると故障する恐れが
あります。
•	HDMIポートに接続した機器がスリープ状態になると、本体は一定時間後に電源供
給を自動停止する場合があります。この場合は、USBケーブルをUSB OUTポート
から取りはずし、再度同ポートに接続すると、電源供給が再開します。

故障かな？と思ったら
（充電・給電）ランプが点灯しない

使用環境が動作温度範囲外である
qq 動作温度範囲内で使用する。

USB-C INポートの接触がわるい
qq USB-C INポートの汚れを取り除く。

USB OUTポート（給電用）につないでいる
qq 充電するときはUSB-C INポートにつなぐ。

（充電・給電）ランプ（オレンジ）が点滅する
バッテリー残量が少ない
qq 本体を充電する。

（充電・給電）ランプ（オレンジまたは緑）が速く点滅する
本体の温度が高い
qq 使用を中止し、温度が下がってから使用する。

電源が入らない
バッテリー残量が無い
qq バッテリーを充電する。

使用環境が動作温度範囲外である
qq 動作温度範囲内で使用する。

本体の異常
qq 電源を切り、再度電源を入れる。電源を入れ直しても回復しない場合は
使用を中止し、ソニーの「修理相談窓口」またはお買い上げ店までお問い
合わせください。

使用中に電源が切れる
バッテリー残量が無い
qq 本体を充電する。

本体の温度が高い
qq 温度が下がってから使用する。

充電しながら他機をUSB OUTポート給電またはMHL接続で使用中、給電が
充電を上回り続けた
qq 他器を取り外して充電する。

本体の充電時間が短い［約2.5時間（電源供給が3.0Aの場合）、約4時間（電源供
給が1.5Aの場合）の充電時間より早く充電が完了する］

本体のバッテリー残量が多い
qq そのまま使用する。

本体の寿命または異常
qq 完全に充電しても使用できる時間が極端に短くなったら、新しい製品を
お買い求めください（寿命は使いかたにより異なります）。
qq 異常の場合にはソニーの「修理相談窓口」またはお買い上げ店までお問い
合わせください。

使用環境が動作温度範囲外である
qq 動作温度範囲内で使用する。

本体の充電時間が長い
他機に給電しながら本体を充電している
qq 給電を停止するか、そのまま使用する。

画像が投影されない
ケーブル、コネクター、アダプターが正しく接続されていない
qq ケーブル、コネクター、アダプターを本体から取りはずし、再度接続する。

接続した機器や接続方法が画像形式に対応していない
qq お使いの機器の仕様を確認する、またはお使いの機器の製造メーカーや
お買い上げ店にお問い合わせください。

音声が出ない
音声モードが消音になっている
qq 画像を投影していないときに、音声モードを （消音解除）に切り換える。

接続した機器の音が小さいか、消音になっている
qq 接続した機器の音量を調整する。

ケーブル、コネクター、アダプターが正しく接続されていない
qq ケーブル、コネクター、アダプターを本体から取りはずし、再度接続する。

接続した機器や接続方法が音声形式に対応していない
qq 接続した機器の仕様を確認する、または接続した機器の製造メーカーや
お買い上げ店にお問い合わせください。

投影された画面が台形に歪む
縦方向の歪みが大きすぎるか、横方向に歪んでいる
qq 歪みが無くなるように本体を動かす。

投影された画像がはっきりしない
焦点が合っていない
qq フォーカススライドキーをスライドさせて焦点を調整する。

焦点が合わない画面サイズになっている
qq 画面サイズが20型～ 120型になる位置に本体を設置してから、焦点を調
整する。

給電できない、他機の容量が減る、または給電表示ランプが点灯しない
充電用USBケーブルのつなぎかたが正しくない
qq 充電用USBケーブルを正しくつなぐ。

使用環境が動作温度範囲外である
qq 動作温度範囲内で使用する。

本体のバッテリー残量が無い
qq 本体を充電する。

給電先の機器が充電できる状態になっていない
qq 給電先の機器が充電の表示になっているか確認する。
qq 給電先の機器の電源を入れてから充電を開始する。

接続先の機器が専用充電器、または専用ケーブルのみで充電する仕様と
なっている
qq 専用充電器または専用ケーブルで充電する。

給電する時間が短い
接続した機器のポートおよびUSB OUTポートが汚れている
qq 接続した機器のポートおよびUSB OUTポートの汚れを取り除く。

使用環境が動作温度範囲外である
qq 動作温度範囲内で使用する。

本体の寿命または異常
qq 完全に充電しても使用できる時間が極端に短くなったら、新しい製品を
お買い求めください（寿命は使いかたにより異なります）。
qq 異常の場合にはソニーの「修理相談窓口」またはお買い上げ店までお問い
合わせください。

本体のバッテリー残量が少ない、または無い
qq 本体を充電する。

（充電・給電）ランプ（赤）が点滅する、 
または（電源）ランプ（白）と （充電・給電）ランプ（赤）が同時に点滅す
る

他機との接続方法が正しくない、または接続した機器やケーブルの仕様が
適合していないか故障している
qq 他機、ケーブルを正しくつなぐ、または接続した機器の製造メーカーやお
買い上げ店にお問い合わせください。

出力値の上限を超えている
qq 接続した機器の入力仕様が本体の出力上限以内であるか確認する。

本体の異常
qq 電源を切り、再度電源を入れる。	
電源を入れ直しても回復しない場合は使用を中止し、ソニーの「修理相談
窓口」またはお買い上げ店までお問い合わせください。

USBケーブルがつなげられない
コネクター部分の形状が異なる充電用USBケーブルを使用している
qq 正しい形状の充電用USBケーブルをつなぐ。

USBケーブルのつなぎかたが正しくない
qq USBケーブルを正しくつなぐ。

USBポートに異物が詰まっている
qq USBポートに詰まっている異物を取り除く。

他機を接続できない
お使いの機器がHDMI接続やMHL接続に対応していない
qq お使いの機器の仕様を確認する、またはお使いの機器の製造メーカーや
お買い上げ店にお問い合わせください。

内部ファンから異常音がする
本体の異常
qq 使用を中止し、ソニーの「修理相談窓口」またはお買い上げ店までお問い
合わせください。

本体が反応しない
本体の異常
qq （電源）ボタンを10秒以上押し続ける。正常時にはこの操作は行わな
いでください。

「故障かな？と思ったら」の内容にしたがって調べていただき症状が変わらな
い場合は、ソニーの「修理相談窓口」またはお買い上げ店までお問い合わせくだ
さい。

主な仕様
外形寸法：約83.0 mm × 16.0 mm × 150.0 mm (幅×厚さ×高さ) 
（最大突起物を除く）
質量：約280 g
動作温度：0 °C～ 35 °C
出力解像度：854 × 480
音声出力：Ф3.5 AUDIO OUT端子
スピーカー出力：1.0 W
HDMI/MHL入力：HDMI 1.4b/MHL 1.4 (HDCP1.4)
投影画面サイズ：投影口からの距離115 cmで、40型（インチ)／投
影口からの距離345 cmで、最大の120型（インチ）
輝度：105 ANSI ルーメン
色再現性：フルカラー（16,770,000色）
縦横比：16:9
コントラスト比：400:1
連続投影可能時間：約120分（電源供給無し、フル充電時）
光源寿命：約50,000時間
入力：DC 5 V　3.0 A
内蔵電池：3.8 V (typ. 5,000 mAh/ min. 4,800 mAh)
充電時間： ‌�約2.5時間（3.0 A ACアダプター）	

約4時間（1.5 A ACアダプター）
出力：DC 5 V　1.5 A（1ポート）

本製品の仕様および外観は、改良のため予告なく変更することがあ
りますが、ご了承ください。

使用上のご注意
•	ご使用前に本体をケースから取り出してください。その際には本体を落とさない
ようにしっかり持ってください。
•	本体の使用中に、テレビやラジオ、チューナーに雑音が入ることがあります。その
ようなときは、これらの製品からできるだけ離れた場所でご使用ください。
•	バッテリーは本体に内蔵されており、取り外せません。
•	投影口のレンズが汚れている場合は、めがね拭きなどの柔らかい布で拭いてくださ
い。
•	本体をクレジットカードやその他のカードの近くに置かないでください。近くに
置くと記録されているデータが消える場合があります。
•	投影するには、接続する機器の操作も必要です。接続する機器の取扱説明書もあ
わせてご覧ください。
•	携帯機器を本体に接続する前に、携帯機器にバッテリーパックを取り付けてくださ
い。バッテリーを取り付けていない携帯機器を接続すると、データが消失したり、
携帯機器が故障する可能性があります。
•	本製品との使用、不使用に関わらず、携帯機器のメモリーに保存したデータが突然
無くなる事例が報告されています（詳しくは携帯機器の取扱説明書をご覧くださ
い）。本製品との使用を開始する前に、必ず携帯機器のメモリーに保存したデータ
のバックアップをとっておいてください。データが消失した場合、ソニーはその責
任を一切負いません。
•	ソニーは本製品の使用から生じた以下の事項に対して一切責任を負いません。
‒‒ 本製品との使用によるコンピューターや携帯電話、その他の機器の問題
‒‒ 本製品と特定の機器やソフトウエア、周辺機器との互換性の問題
‒‒ インストールされているソフトウエアとの操作障害
‒‒ データの消失、損害、損失、金銭的損害、第三者からの苦情
‒‒ 第三者からの苦情
‒‒ その他事故による損害、不可避の損害

•	不具合が生じた場合はすぐに使用を中止し、ソニーの「修理相談窓口」またはお買い
上げ店までお問い合わせください。

商標について
•	HDMI、High-Definition Multimedia Interface、およびHDMIロゴ は、米国および
その他の国におけるHDMI Licensing Administrator, Inc. の商標または、登録商標
です。
•	MHL、Mobile High-Definition Link およびMHLロゴは、MHL Licensing, LLC の
商標もしくは登録商標です。
•	DLP®およびDLPロゴは、Texas Instrumentsの登録商標です。
•	DLP IntelliBright™ はTexas Instrumentsの商標です。
•	USB Type-C™ およびUSB-C™ はUSB Implementers Forum, Inc.の商標です。
•	"PlayStation"は株式会社ソニー・インタラクティブエンタテインメントの登録商
標または商標です。
•	その他、本取扱説明書で使用されているシステム名や製品名は通常、それぞれの開
発者や製造各社の商標または登録商標です。ただし本紙のすべてのシステム名や
製品名に商標記号や登録商標記号（™、®）が記載されているわけではありません。

MSP Driver Library
License: BSD

Copyright © 2013, Texas Instruments
All rights reserved.

Redistribution and use in source and binary forms, with or without 
modification, are permitted provided that the following conditions are met:

1. ‌�Redistributions of source code must retain the above copyright notice, this 
list of conditions and the following disclaimer.
2. ‌�Redistributions in binary form must reproduce the above copyright notice, 
this list of conditions and the following disclaimer in the documentation 
and/or other materials provided with the distribution.

3. ‌�Neither the name of Texas Instruments nor the names of its contributors 
may be used to endorse or promote products derived from this software 
without specific prior written permission.

THIS SOFTWARE IS PROVIDED BY THE COPYRIGHT HOLDERS AND 
CONTRIBUTORS “AS IS” AND ANY EXPRESS OR IMPLIED WARRANTIES, 
INCLUDING, BUT NOT LIMITED TO, THE IMPLIED WARRANTIES OF 
MERCHANTABILITY AND FITNESS FOR A PARTICULAR PURPOSE ARE 
DISCLAIMED. IN NO EVENT SHALL THE COPYRIGHT HOLDER OR 
CONTRIBUTORS BE LIABLE FOR ANY DIRECT, INDIRECT, INCIDENTAL, SPECIAL, 
EXEMPLARY, OR CONSEQUENTIAL DAMAGES (INCLUDING, BUT NOT LIMITED 
TO, PROCUREMENT OF SUBSTITUTE GOODS OR SERVICES; LOSS OF USE, DATA, 
OR PROFITS; OR BUSINESS INTERRUPTION) HOWEVER CAUSED AND ON ANY 
THEORY OF LIABILITY, WHETHER IN CONTRACT, STRICT LIABILITY, OR TORT 
(INCLUDING NEGLIGENCE OR OTHERWISE) ARISING IN ANY WAY OUT OF THE 
USE OF THIS SOFTWARE, EVEN IF ADVISED OF THE POSSIBILITY OF SUCH 
DAMAGE.


